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地域福祉コーディネーターの役割は？
⃝地域の方から寄せられるさまざまな福祉の困りご
との相談を受け止め、関係機関や支援団体などと
連携しながら、問題解決に向けて一緒に考えます。
⃝積極的に地域に足を運び、情報を幅広く収集する
とともに、悩みを抱えている方を把握します。
⃝訪問などを通じて、支援の必要性に気付いていな
い方などへ働きかけを行い、関係性を構築しなが
ら必要な支援につないでいきます。
⃝NPO法人や地域活動団体と連携し、社会参加し
たい方とのマッチングを行います。
⃝地域の社会資源を幅広く把握し、住民同士が交流
できる多様な場や居場所の整備を行います。

事例① ヤングケアラーと思われる子への支援
子どもの居場所づくりをしている団体から「家族の世話で進学

を諦めている子がいる」と情報提供があり、面会したところ最初は
心を開いてもらえませんでした。そこで、関係機関と連携し、本人
との関係づくりをすすめ、困った時に相談できる支援体制をつく
り、見守りを続けたところ、本人から進路への希望を聞くことがで
き、各関係機関による進学に向けた支援につながりました。

お気軽にご相談ください
ご相談は来所、電話、FAX、メールで受け付けます。ご要望に応じてご自宅を訪問す

ることも可能です。お車でおいでの際は、駐車場に限りがありますので事前にご連絡く
ださい。
この事業は市が町田市社会福祉協議会に委託して実施しています。まちだ福祉○ごと

サポートセンターの場所やメールアドレス等の詳細は、同協議会HPをご覧ください。

地域に寄り添う相談先
　私たちまちだ福祉○ごとサポー
トセンターは、福祉に関する身近な
困りごとや8050問題、ひきこもり、
ヤングケアラーなどの悩みを受け止

め、解決へとつなぐ支援の拠点です。町田市社会福祉協議会が市から委託を
受けて運営しており、これまで築いてきたネットワークを活用して、地域のさ
まざまな関係機関と連携しながら支援が必要な方の発見や支援に取り組ん
でいます。
　困りごとを抱えたご本人からの相談はもちろん、「ひきこもりの家族がい
る」「地域に心配な子どもがいる」など、ご家族や地域の方からの相談も受
け付けています。地域の民生委員・児童委員や子ども食堂を運営する方な
どから相談を受けて、潜在的な困りごとを抱えた方への支援につながること
もありますね。
　私たちが相談を受けるときには、相手の意向や希望をうかがい、寄り添い
ながら一緒に考えていくことを大切にしています。また、先入観を持たず、話
にじっくりと耳を傾け、安心して話すことができるように心掛けています。
　複数の悩みを抱えているときには、何から解決すればいいか、自分では分
からなくなってしまうこともあると思います。そんなときは、私たちと一緒に
課題を一つひとつ整理することで問題解決の糸口を探していきましょう。

次のステップへの挑戦を後押し
　困りごとの内容によっては、同じ悩みを共有できる家族会や地域のNPO法人
などをご紹介することもあります。ご本人がなかなか踏み出せない時には、見学
に同行するなど、寄り添い、不安を軽減するサポートを行っています。
　また、サポートの一環として、ボランティア活動などを通して、さまざまな理
由で孤立している方の社会とのつながりの回復や社会参加をお手伝いする「参
加支援」を行っています。例えば、長期間の入院後の社会復帰を目指す方が「ハ
ンドマッサージの特技を生かせるボランティアをしたい」と相談に訪れた際は、
私たちのネットワークから適切な受け入れ先を見つけ、一緒に見学に行くなどの
支援を行いました。その結果、受け入れ先の施設での活動が喜ばれ、ご本人から
「自信につながった」と報告をいただくことができました。
　社会参加が難しい方には、段階的に参加を支援して成功体験を積み重ねてい
くことで、継続的な地域活動への参加や就労などのステップへとつなげていくこ
とを目指しています。

あなたに寄り添い、一緒に考えます
　各センターは、皆さんに気軽に立ち寄ってい
ただきやすいように市民センターの近くに設
置しています。生活の中で困ったことや気にな
ることがあったとき、一人で抱え込まずにぜひ
ご連絡ください。
　どこに相談していいか分からない、相談したいことがうまく伝えられない時
も、あなたの想いを聞きながら、一緒に考えて解決の道を探していきます。
　私たちは、あなたに寄り添う「まちだ福祉○ごとサポートセンター」です。

地域福祉コーディネーター
永田さん、井藤さん

支援の例

30 代のひきこもりの息子がいる父親から相談があり、息子の現
状やこれまでの経緯、子どもへの想

おも
い等を聞き取ったところ、父親

自身も仕事ばかりで家族を顧みなかったため、今となってはどのよ
うに妻や息子と接したらよいか悩んでいることが分かりました。父
親が自分の感情や悩みを話すことで、心理的な負担が軽減されるよ
う、ひきこもり当事者家族会と父親とをつなげました。

 事例② ひきこもりの子を支える家族への支援

インタビュー まちだ福祉○ごとサポートセンターで活動するお２人にお話を伺いました！

問福祉総務課☎☎724-2133
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まちだ福祉○ごとサポートセンター
（地域福祉コーディネーター）

地域資源
地区協議会、町田市社会福祉協議会、地
区社会福祉協議会、社会福祉法人、NPO
法人、町内会自治会、民生委員・児童委員、
民間企業、ボランティア団体など

公的機関
子ども・子育て、高齢者福祉、
障がい福祉、保健・医療、生活困窮、
教育、消費生活、住まい、市民協働
などに関する市役所の各関連部署

まちだ福祉○ごとサポートセンター
堺　　（相原町796-12） ☎☎703-0430　Ｆ 703-0440
鶴川　（大蔵町295-2） ☎☎860-2986　Ｆ 860-2985
忠生　（忠生3-14-2 忠生市民センター内） ☎☎851-9755　Ｆ 851-9756
南　　（小川5-8-2  1階） ☎☎850-7194　Ｆ 850-7195
※町田地域は4月に開設予定です。
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